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宇和田公園のシラコバト（佐野和宏） 
~ 

宇和田公園3つの謎に迫る！ 
佐野 和宏（越谷市） 

宇和田公園？ いったいどこだ？ 行ったことないな、なんていう方も多いでしょう。場所

は埼玉県の北東のはずれ、もうすぐ茨城県・千葉県というところ。県内有数の鳥見の名所とい

う訳でもなく、また、探鳥会の開催日が「ゴールデンウィーク」と「年末」ということで、行

きにくいということもあるでしよう。ところが参加者は意外と多いのです。これは、まずここ

でしか見られない鳥、が出る為かもしれません。この鳥たちの出現理由を中心に、宇和田公園

の3つの謎に迫ります。 

12 月の探鳥会は当会の年内最終のイベン

トとなります。締めくくりの探鳥会は当地の

開拓者であり、メインリーダーでもある中里

さんの「こんな年の瀬に皆さん暇です才aえ！」 

の決まり文句から始まります。が、参加者の

苦笑いの中、第1の謎である“シラコバト’' 

はすでに出現しています。 

● 第1の謎：シラコバト 

近年は、養鶏場などの餌場が減少した為カ、 

生自域が非常に限定されています。このよう

な中、宇和田公園探鳥会では高い確率でシラ

コバトが見られます。 

バス停から集合地である宇和田公園駐車場

まで歩く間にすでに見られる場合もあります。 

また、駐車場に早めに着いた参加者がすでに

周囲で見つけている場合もあります。大抵は

探鳥会の始まる前に見つかる位、ここでは良

く見られるのです。見られたときは、1羽か

ら多くて3~ 4羽のことが多いのですが、 

2012年の年末探鳥会では、つがいと考えられ

るペアが最低でも3組、石鶴忍されていていま

す。従ってその時は、最多で8~9羽が近く

で生息しているのではないかと思われました。 

頻繁に見られるのは、隣接する工業団地内 

の麟泉や工場の建屋などの人工物で、行動範

囲はそんなに広いとは思えないのです。しか

も近くには餌場となるような養鶏場などは見

当らないのが第1の謎です。 

現在、埼玉県では今年度中に保護計画をま

とめる方針だそうですが、この中で謎が解か

れることを期待しています。何れにしても埼

玉県民の鳥であり、県のマスコット、コバト

ンのモデルでもあるシラコバトが高、唯率で

見られるのはここだけでしよう。 

第2の謎に迫る前に少し周辺の環境を見て

みましょう。宇和田公園はもともと権現堂川

という用水路の土手だったところで、東西に

長細い形状となっています。桜や椿が数多く

植樹されている公園で、南側には田んぼが広

がっています。」目則は工場を挟んで中川が流

れ、東側はこの中川から分岐した用水路が江

戸川までつながっています。探鳥会では公園、 

田んぼと進み、中川の土手を戻ってくる「西

行きコース」と、江戸川まで用水路沿を行く 

「東行きコース」の 2コースで行いますが、い

ずれも他の探鳥地と比べ4翻り豊かな環境とい

う訳ではありません。ところが、もう少し範

囲を広げて周辺を見てみると、意外にも環境

はいいことに気がつきます。 

当地近辺は氾濫を繰り返していた利根川の

治水の為に、江戸の昔より大工事が繰り返し

行われたところで、これを象徴する 床I」根川

と江戸川の分岐点」は公園から僅か3.5 kmの

ところにあります。治水の歴史は当時の水運

事清にも関連していて複雑な経緯を辿ってい

ますが、同時にとても興味深いものです。「分

岐点」に近い関宿城博物館には詳細な資料も 
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あります。現在の公園周辺には利根川、江戸

川以外にも一般測Hや用水路が複雑に流れて

います。 

銚子や東京湾から川を上ってきた鳥たちに

とっては、大小河川の入り組むこのあたりが

豊かな環境と見えるのかもしれません。 

● 第2の謎：イソヒョドリ 

宇和田公園は 2005 年から始まった歴史の

浅い探鳥会ですが、2008 年と 2012 年の2回

もイソヒョドリが観察されています。 

1回目は、色鮮やかな子が江戸川までの用

水路コースに出現コ類似種はないものの、万

が一見間違えだったときのことを考えると、 

ここで「イソヒョドリィー！」と叫ぶのはベ

テラン・バーダーも一瞬ためらったとのこと。 

このときは「気まぐれ個体が間違えてきたの

かな？」くらいに思っていたのですが、昨年

末の探鳥会では、今度は早が現れました。 

どうも偶然ではなさそうです。前記の「豊

かな環境」が関連じているかもしれませんが、 

それだけでは説明が難しそうです。海でよく

イソヒョドリを見ている方はご存知のように、 

この鳥は比較的警戒心が低く、港の人工構造

物にとまっていることが多くあります。もし

やこのあたりの工場景色が港のそれと似てい

て落ち着けるのかな、などと一人で推理して

います。 

● 第3の謎：タカたちが常連 

渡良瀬遊水地のように広大なョシ原がある  

わけでもなく、三室の様に多様な農耕地の環

境がある訳でもないのですが、なぜか当地で

は猛禽類は少なくありません。 

オオタカ、ノスリ、ハヤブサ、チョウゲン

ボウは探鳥会の常連です。ハヤブサが中川沿

いに低空を飛んでくれたり、オオタカがすぐ

近く木にとまってくれていたりして、なぜか

サービスがいいのです。 

ここまでは偶然かと思っていたのですが、 

2013年3月 17 日、なんとハイイロチュウヒ

の子成鳥が現れました。松伏記念公園探鳥会

のアフターとして、数名でシラコバトを探し

て中川沿いを歩いていると、対岸の土手の上

に何の前触れも無く姿を見せたのです。 

一同騒然とする中、すぐにカラスに追われ

て視界の外へ飛び去ってしまいましたが、よ

もや見間違うことはありません。なぜこんな

ところに？ この日は渡良瀬遊水地のョシ焼

きがあり、「帰り場所を失ったのかな？」など

と考えましたが、ちょっと距離が遠すぎます。 

江戸川河川敷をねぐらとして昼間の採餌に来

ていたのであれば、探鳥会でも見られるかも

しれません。 

「昔はいろいろな鳥がいたのになあ」との

嘆きの声が聞かれる探鳥会もありますが、こ

こ宇和田公園はまだまだ発展途上です。是非、 

皆様の眼で、第4の謎となるような鳥たちを

探してみて下さい。 

P1oの行事案内をご覧＜ださい。12月28日 

（土）、リーダーー同、お待ちしています。 
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2013 年秋シギ チドリ類飛来状況 
日本野鳥の会埼玉 研究部 

2013年秋の定例調査報告 

  

いた田んぼではタシギが21羽観察された。他

に、初めてオグロシギが観察されました。 

下の表は過去10年間の調査結果をまとめた

ものです。それ以前は、次のページおよび『し

らこばと』2012年12月号（No344）をご覧くだ

さい。 

※表の中の「タシギ属不明種」、「シギ科不明

種」は、種数には入れませんでした。 

※2013年は本調査中止のため、参考調査の記 

録です。 	 （石井 智） 

日 時】 2013年 9月23日9:30~j1 :20 

場 所：さいたま市 大久保農耕地

天 候】曇り 

9月16日の本調査は、台風の影響で風雨が

強く、協力者も集まることができませんでし

た。そのため 9時34分の時点で中止といたし

ました。 

しかし、 [1度も中止せずに続いた言瞬が、 

避色えるのはもったいない」との声もいただ

きました。そこで、 9月23日に参考調査を行

うことにしました。 

突然の調査でしたが、当日は15名のご協力

が得られました。ありがとうございました。 

参加者のお名前は、次号以降の行事報告で掲

載いたします。 

1999年までは毎年観察されていたムナグロ

ですが、今年も観察されず4年連続言眼なし

という結果となりました。しかし、しめって 

秋の力ウント結果（大久保農耕地） 

年 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 

調 査 日 9/18 9
 

ノノ
 
ハ

9
  
/
1
8
 

 
9/17 9/15 9/21 9/20 9/19 9/17 9/23 

天 	候 曇
  

晴 雨・曇 晴 曇 曇
  

曇
  

晴 晴・曇 曇
  1 タマシギ 。

山
  

2 ムナグロ 13 8 70 8 

3 アオアシシギ [
h
J
  

4 クサシギ 3 

5 タカブシギ 6 1 ［

ー
  

6 イソシギ 1 

7 オグロシギ 1 

8 タシギ 1 60 23 15 4 9 5 ［
一
 
 21 

9 オオジシギ 2 

タシギ属不明種 2 2 1 「

ー
  

シギ科不明種 I 1 1 

合 計 2 67 44 40 75 17 6 「

ー
  

0 29 
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秋の定例調査・これまでの記録から 

この調査は1987年から毎年9月中旬に大久

保農耕地で行われ、今年の参考調査で27回に

なりました。この調査でこれまでに記録され

た18種（チドリ科5種、シギ科13種）を、記

録回数が多しり順に並べたのが下の表です。第 

1位はタシギで、27回の調査中23回記録され

ました。第2位はムナグロ（27回中18回）。こ

の2種が 3位以下を大きく引き離しています。 

記録回数が 2回以下の種については、記録

された年と個慨（カツコ内の数字）を記し

ました。 2回のみの記録は4種、1回のみは 

8種でした。 	 （小林みどり） 

種類 記録回数 詳細な記録 

タシギ 23 
ムナグ口 18 

タ力ブシギ 9 

クサシギ 6 

コチドリ 4 

イソシギ 4 

オオジシギ 3 

タマシギ 2 1991(1)2007(2) 

シ口チドリ 2 1990(2)" 1991(2) 

トウネン 2 199 1(2) 1993(2) 

エリマキシギ 2 199 7(1) 1998(2) 

ケリ 1 1998(1) 

キョウジョシギ 1 199 1(2) 

ヒバリシギ 1 1998(1) 

オグ口シギ 1 2013(1) 

アオアシシギ 1 2006(5) 

ホウ口クシギ 1 199 1(1) 

コシャクシギ 1 1998(6) 

アカエリヒレアシシギ 1 199 1(9) 

第1位はタシギ 

県内各地の状況 

研究部主催の調査は9月の大久保農耕地1 

回のみですが、多くの会員が、夏から秋にか

けてそれぞれのフイーソレドでシギ、チドリ類

の観察を続けています。皆様から伺った各地

のシギ・チドリの飛来状況とその生息環境の

状況を紹介します。 

情報をくださった皆様、ありがとうござい

ました（文中敬称略）。 

● 行田市内各地 

シギ・チドリ類の生息に適した、水の入っ

た休耕田の数は昨年に比べて減りましたが、 

7月末から8月初めにかけてアオアシシギ、 

コアオアシシギ、タカブシギ、コチドリが観

察されました（吉原俊雄、吉原早苗）0 

● 羽生市上新郷 

今年も水が入らず、一部は畑になっていま

した（小林洋一、小林みどり）。 

● 春日部市倉常 

休耕田に毎年水を入れてくださるオーーナー 

の話では、今年は水不足のため水を入れなか

ったそうです（内田克二）。7月末から8月初

め、やや水がたまった一部の休耕田ではコチ

ドリ、シロチドリ、クサシギ、乾燥した休耕

田ではムナグロが見られました 切、林洋一、 

小林みどり）。 

● 越谷市大吉 

大吉調節池の近くに今年限定で水が入り、 

アメリカウズラシギなどが来ました（植平徹）。 

☆詳細は『しらこばと』11月号5ページの「野

鳥情報」をご覧ください。 

● 川越市南古谷 

休耕田の状況（数、面積）は、私が観察を始

めた4年前からほぼ変わっていません。今季

は7月末から8月中旬にかけて、ムナグロ、 

タカブシギ、 トウネン、ヒバリシギ、アオア

シシギ等が観察されました（石塚敬二郎）。 
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ホンダ寄居工場のバードストライク対策 

藤掛保司OIl越市） 

（株）ホンダが寄居町に建設を進めてきた

寄居工場が、2013年7月9日に生産を開始し

ました。敷地面積約95万d（緑地 28万苗）に

及ぶ同工場で、野鳥がガラス窓に衝突する事

故が発生していると匿名の情報が当会事務局

に届き、元同社の社員であった私に対応が一

任されたのは、4月21日の当会役員会の席で

した。 

4月 23 日、状況確認のため同工場建設現場

を訪ねました。現地は駅から徒歩約1時間も

かかる小高い丘陵地帯を切り開いた場所でし

た。 

担当者はレベードストライク」や「バード

セーバー」などの聞き慣れない言葉に戸惑い、 

対策について尋ね返す状況でしたので、更に

実例を調査して資料を集め、再訪することを

約しました。 

実際の生きた事例を集めたいと4月 26 日

に（公財）日本野鳥の会本部を訪ねたところ、 

日本野鳥の会栃木の提案で宇都宮図書館に実

施した例を紹介され、同図書館に出かけてき

ました。百数十枚の窓ガラスの内側にシール

が貼られ、周辺の樹木に網がかけられていま

した。 

北海道の個人的な探鳥会に参加した際には、 

数力所の建造物について調査し、 5月 14日、 

根室市春国岱原生野鳥公園で、数年間にわた

る対策について詳しく話を聞くことができま

した。その時の様子は、本誌7月号に紹介さ

せていただきました。 

5月 19 日の当会役員会議でそれまでの経

過を報告し、様々な意見を集約した上で、 5 

月 28 日、再度建設工事が進む現場を訪ね、調

査結果の実施例の写真と報告資料、そして、 

今後どんな野鳥が衝突したカ雅認出来る様に、 

野鳥図鑑を贈呈しました。 

その後、食堂の大きな窓にはブラインドを

設置し、もともと異物の侵入を防ぐために小

さく設計していた工場の窓には、更に防護ネ

ットを設置したとの報告を受け、ひとまずほ

っとしたところです。 

「昼探」「タ探」を楽しむ 

石川敏男（春日部市） 

探鳥」といえば朝が相場でしょう。しか

し、朝の弱い私は自宅周辺を中心に午後～タ

方の鳥見、「昼探」「タ探」を楽しんでいます。 

これはこれで新たな‘発見’と“楽しぶ’を

見つけました。印象に残るものを紹介します。 

その①、「バソの子の水泳訓I 又は水浴？」 

耕件」幾械の出入りのために水田の一角に稲

を植えずに空けてある所があります。ある夏

の日中、水の張られたそんな所でバンの大家

族に出くわしました。親鳥はそれぞれ水面を

挟んで東西の畔に立ち、黒い毛むくじゃらの

雛 10 羽余りが水面を何度も往来する様子を

見守っている感じでした。暑いので水遊びに

興じているようでもあり、泳ぎの訓練のよう

でもありました。このような光景は以後2度

と目にしてはいません。 

その②、「モズの一発必中技」 

ある曇り空のタ暮れ時、桜の枝先に止まっ

ていたモズが急に飛び出しました。まっしぐ

らに田んぼ上空を進んだ先を目で追うと、ひ

らひらと動き回るコウモリが1頭。これを1 

発で空中捕捉したのです。直線距離20m位。 

不定の曲線と直線の交ん あっぱれな～り！

モズの見事な技は忘れられません。 

その③、「チョウゲソボウの宙返り」 

ある年の暁秋のタ暮時。広々とした刈田の

上を往年の名機「ゼロ戦」の如く垂直旋回を

繰り返す鳥が目に入ってきました。動きはと

ても軽決で目を凝らすと、なんと1羽のチョ

ウゲンボウがコウモリを追尾しているではあ

りませんか！ ヒラヒラしながらも自在に方

向転換するコウモリを相手に大分苦戦してい

るようでした。捕捉できたかどうかは定かで

はありませんが、面白い空中ショーでした。 

その④、「タヒバリの埼入り」 

昨年11月中旬のタ方。自宅北方の遊水地

普段は水はなく丈の低い草が生い茂っていま

す。その上空を遠く近くと盛んに旋回するタ

ヒバリの群れ。その数30羽＋。私を警戒して

か、なかなか降りようとしない。暫く動かず

観察していると意を決したかのように次々と

降下し始め、短時間の内にさっと草むらの中

へ入ってしまいました。遊水地は彼らの埼で

あることを知りました。 

その⑤、「コムクドリの大集団埼」 

先月号の『しらこばと』で報告しました。 
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リの声が大きくなった。10月 5 日、ヒョド

リ 10羽＋が東から飛んで来た。渡って来た

のだろう（長嶋宏之）。 

さいたま市緑区見沼自然公園 ◇10月 3 日、 

オナガガモ子エクリプス 2羽、早 3羽、バ

ン1羽、オオバン1羽、キビタキ早、オオ

ルリ早。10月12日、オナガガモ子エクリプ

ス 3羽、早 5羽、トモェガモ子エクリプス 

1羽、コガモ 5羽＋、エゾビタキ1羽、キ

ビタキ早 I羽（小林みどり）。 

吉見町ハ丁湖 ◇10月 3日、ダイサギが腹部

を水に着けながら餌を探して歩いていた。 

カルガモ2羽が大きな水音を立てて、姿が

見えなくなるほどに潜った。カッコウの仲

間1羽が木の間に飛び込んだ。その他、コ

ガモ14羽、カイツブリ 3羽、カルガモ14羽、 

ヒョドリ 2羽、シジュウカラ、コゲラなど 

（長嶋宏之）。 

吉見町下銀谷 N36. 0334 E139.4616 ◇ 10月 

3 日、白いサギ類が50羽士、ガードレール

にとまっていた。近づいてみたら地面にも 

10羽士いた（長嶋宏之）。 

川越市伊佐沼 ◇10月 7 日午後 2時30分頃、 

沼の西側でハジロカイツブリ 6羽を確認（大

川清久）。 

北本市北本自然観察公園 ◇10月 8 日、ウグ

イスが弱々しく微かな声で「ホーホケキョ

ケキョケキョ」と鳴いていた。モズだろう

か？その他、シジュウカラ 9羽、アオサギ 

1羽、ヒョドリ 4羽、モズ高鳴き、キセキ

レイ 1羽、エナガ 6羽、カイツブリ 2羽、 

コガモ1羽など（長嶋宏之）。 

さいたま市北区芝川（県道2号線～鷲山橋） 

◇io月11日、アオサギ 1羽、ダイサギ1羽、 

バン幼鳥1羽、カワセミ子1羽（小林みど

り）。 

さいたま市北区市民の森 ◇10月11日、芝生

広場にセグロセキレイ1羽。シジュウカラ

やメジロの混群中にキビタキ早 1羽（小林

みどり）。 

	 表紙の写真ー 

カモ目カモ科マガモ属コガモ 

10 月 6 日、北本市石戸宿探鳥会で撮影しま 

した。 	 田島利夫（深谷市） 

春日部市武里中野 ◇ 9月18日午後 3時40分、 

サッカーグラウンド南端のフェンス上にス

ズメ大の小鳥1羽が目に入った。茶色い腹

部が順光で目立ち、よく見るとノビタキ冬

羽個体だった。15分位同じ位置で周囲を見

渡していたが、そのうちどこかへ飛び去っ

てしまった。仲間がいるかとチェックした

が、皆無（石川敏男）。 

上尾市原市沼 ◇9月18日、サシバ 1羽、伊

奈氏館跡の森から飛び立つが、上昇しきれ

ずに森へ戻る（小林みどり）。 

さいたま市緑区芝川第一調節池 ◇ 9月20日、 

2時間椅子に座り、ノビタキ 2羽、 トビ。 

ここでは珍鳥のチョウゲンボウ 2羽、空高

く戯れる。アオサギは一年中見られる。10 

月10日、 チュウヒ飛来、 4 日早く来てく

れたら探鳥会で出会えたのに残念（野口

修）。 

蓮田市西城沼公園周辺 ◇9月28日、シジュ

ウカラ数羽の群れに混じった 2羽のコゲラ

が激しくバトノh 体羽が何枚も落ちてきた 

（長嶋宏之）。 

加須市加須はなさき公園と多目的グラウンド

◇ 9月30日、オオタカが上空をゆったりと

旋回。銀杏の梢でモズが高鳴き。コサギ9 

羽に混じってダイサギ1羽が採餌。少し離

れてチュウサギ1羽。大きさの比較ができ

た。遠くでカラス100羽土の群れ。数分の

間、右に移動したり左に移動したり。その

他、カイツブリ、カルガモ、アオサギ、ヒ

ョドリ、ハクセキレイなど（長嶋宏之）。 

さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇10月1日

午後 3時30分頃、雨が降り出し、急いで帰

ろうとすると、目の前をキビタキJらしき

個体がよぎったので, 立ち止まって見てい

ると奥に何とサソコウチョウが 1羽いた。 

キビタキ早 1羽も確認し、しばし観察を続

けてしまった（菊川和男）。 

蓮田市西城沼公園周辺 ◇10月1日と 4 日、 

桜の枝の中からカッコウの仲間が 1羽飛び

出し、屋敷林に入った。10月 4 日、ヒョド 
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「要予約」と言隣女してあるもの以外、予約申し込みの必要はあり
ません。集合時間に集合場所にお出かけくださし、 

初めての方は青い腕章の担当者に「初めて参加します」と声を

おカ叫ナくださし、参加者名簿に価Ji・氏名を記入、参加費を支払い、 
鳥のチェックリストを受け取ってくださし、鳥が見えたらリーダー 

たちが望う麟で見せてくれます。体調を整えてご参加くださレ、 
参加費】未就学児無料、会員と小中学生50円、一般100 円。 

持ち物：筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋、持っていれぱ双眼鏡な

どの観察用具もご用意ください。なくても大丈夫です。 
解散時刻】特に記載のない場合正午から午後1時ごろ。 

悪天候の場合は中止、小雨決行です。できるだけ電車バスなどの

公共奏醸関を使って、集合場所までお出かけください。 

北本市・石戸宿定例探鳥会 

期日】12月1日（日） 

集合】午前 9時、北本自然観察公園駐車場。 

交通】JR高崎線北本駅西口から、北里メディ

カルセンター病院行きバス8:36発で「自然

観察公園前」下車。 

担当】吉原（俊）、相原（修）、相原（友）、浅見、 

大坂、岡安、柴田、立岩、飛田、内藤、 

永野、村上、山野、吉原（早） 

見どころ：枯葉の舞い散る林で、カラの混群。 

高尾の池にはカモが勢ぞろい。桜堤を超え

れば、枯野の上をタカが飛翻する予定です。 

さいたま市・民家園周辺定例探鳥会 

期日】12月1日（日） 

集合：午前9時、さいたま市くらしの博物館

民家園駐車場、念仏橋バス停前。 

交通】JR浦和駅東口②番バス乗り場から、東

川口駅北口行き 8:37発で「念仏橋」下車。 

後援】さいたま市くらしの博物館民家園

担当】伊藤、赤堀、大井、倉林、須崎、手塚、 

野口（修）、藤田、若林 

見どころ：待望の冬。水辺には、いろいろな

種類の水鳥たちが集い、草原には小鳥たち

が、上空には猛禽たちも姿をみせてくれそ

うです。今年の冬は寒くなるようです。寒

さ対策をしっかりとして、お越しください。 

加須市・加須はなさき公園探鳥会 

期日】12月 1日（日） 

集合】午前 8時40分、東武伊勢崎線花崎駅南

口階段下。集合後徒歩で現地へ。または午

前9時、加須はなさき公園駐車場。 

交通】東武伊勢崎線春日部 8:14-→久喜 8:27 

→花崎 8:34。 JR 宇都宮線大宮 7:53→久喜 

8:15 で東武伊勢崎線乗り換え。 

共催】加須はなさき公園管理事務所 

担当】長嶋、石川、植平、菊川、竹山、中里、 

星野、茂木、渡逸 

見どころ：公園の中の鳥を探します。昨年は

ヤマガラ、シロハラ、アオジなどを間近に

観察できました。昨年 New Bird だったヒ

ガラは今年も来てくれるでしょうか？ 

所沢市・狭山湖探鳥会 

期日】12月7日（土） 

集合】午前9時30分、西武狭山湖線西武球場

前駅前。 

担当】石光、久保田、小林（ま）、長谷部、 

水谷、持丸 

見どころ：カモ類、カイツブリ類等の水鳥と

ツグミ類、ヒタキ類等の小鳥・・・冬の基本種

を効率良く観察できます。意外な珍客に

も・・・？ ご参加いただいてのお楽しみ！ 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日】12月8日（日） 

集合】午前 9時 30分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通：秩父鉄道熊谷9:09発、または寄居8:50 

発に乗車。 

担当】千島、新井、鵜飼、倉崎、飛田、中川、 
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村上、茂木 

見どころ：土手にアオジ、カシラダカ、ジョ

ウビタキ。鉄塔にはハヤブサ。途中ではべ

ニマシコ。野鳥の森ではシロハラ、シメ、 

ルリビタキが待っていてくれるでしょう。 

加須市・渡良瀬遊水地探鳥会 

期日】12月 H 日（水） 

集合】午前8時10分、東武日光線柳生駅前。 

または午前8時30分、中央ェントランス駐

車場。 

交通：東武日光線新越谷7:22発、南栗橋7:52 

で新栃木行きに乗り換え柳生8:05着。また

はJR宇都宮線大宮7:03→栗橋7:38着で東

武日光線に乗り換え。 

解散】正午頃、谷中村史跡ゾーン広場 

担当】玉井、植平、大坂、楠見、田中、藤津、松村

見どころ：冬の渡良瀬はチュウヒ、ノスリな

どのタカ類が楽しみです。湖ではカE類や

カイツブリ類、白くなったミコアイサも。 

ベニマシコなどの小鳥たちも素敵ですよ。 

滑川町・武蔵丘陵森林公園探鳥会 

期日】12月 14日（土） 

集合】午前 9時 20 分、森林公園南入口前 

交通】東武東上線・森林公園駅下車、北口か

ら立正大学行きバス 9:02 発で「滑川中学

校」下車。ひとつ手前の「森林公園南口入

口」は通過してください。 

費用】参加費以外に入園料400円（子供80円）、 

65歳以上200円（要年齢を証明できるもの）。 

担当：中村（豊）、大坂、岡安、佐久間、鈴木、 

内藤、藤掛、藤深、松下 

見どころ】カラ類の混群を楽しみながら、ル

リビタキ、ジョウビタキ、シロハラ、ビン

ズイ、アオジなどを探します。キツツキも

期待できそうです。落ち葉を踏みながら陽

だまりの道を山田大沼まで歩きます。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき】12月14日（土）午後3時～4時ころ

会場】会事務局 108 号室 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】12月 15日（日） 

集合：午前8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ（ご注意】担当者 

は 8時過ぎに北浦和東口到着予定です）。ま

たは午前9時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援【さいたま市立浦和博物館 

担当】青木、赤堀、浅見、楠見、倉林、小菅、 

小林（み）、柴野、須崎、新部、畠山、増田、 

若林 

見どころ】三室探鳥会に出なければ年が越せ

ない！ という方達も多い定例探鳥会。 9 

月10月と雨で中止。リーダー達も燃えてい

ます。いっしょに冬鳥を探しましょう。 

さいたま市・岩槻文化公園探鳥会 

期日】12月 22 日（日） 

集合】午前8時35分、岩槻駅前。または、午

前 9時、文化公園国道16号側駐車場。 

交通：東武野田線大宮8:19発、または春日部 

8:17発で岩槻下車。集合後バスで現地へ。 

担当】長野、石川、内田、榎本（建）、菊川、 

小林（善）、玉井、長嶋、野村（弘）、藤原、 

吉安 

見どころ】昨季のこの公園の主役はウソでし

たが、今季はどんな鳥になるでしょうか。 

例年よりも 2週間遅い開催で、木の葉も落

ちて小鳥は見やすくなると思います。ベテ

ランはもちろん初心者も大歓迎です。 

さいたま市・カモの力ウント教室探鳥会 

当会では毎年 1月に県内約 40 カ所でカモ

類のカウントを行っています。今回、実施場

所の新設や担当者の交代などで、新たにカウ

ントに加わる方が増えました。そこで、初め

ての方でもカウントが出来るように、見沼自

然公園でカウント教室探鳥会を開催します。 

カウントに参加される方はもちろん、カモが

好きな方、ビギナーの方、鳥についてもっと

勉強したい方、どなたでも大歓迎です。 

期日】12月 23 日（月・祝） 

集合】午前 9時 15 分、JR 大宮駅東口「こり

すのトトちゃん」像前。または午前 10 時、 

見沼自然公園入口のあずまや付近。 

解散【午前 11時半ころ、現地で。 

担当】小荷田、小林（み）、浅見、工藤 

持ち物：カウンターをお持ちの方は、ご持参

ください。 
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埼玉県野鳥チェツクリスト2013年版 

日本野鳥の会埼玉野鳥記録委員会 

『日本鳥類目録改訂第7版』（日本鳥学会、 

2012年9月 15 日発行）にほぼ準拠した新リス

トを作成しました。 

1978 年3月 15 日に発行された『埼玉県動

物誌』（埼玉県動物誌編集委員会編、埼玉県教

育委員会発行）で、埼玉県内の野鳥として 18 

目 52科 258 種が記録されました。これには、 

江戸時代の文献に記録が残っているが、近年

観察されていない種なども含まれています。 

そこで当会（当時日本野鳥の会埼玉県支

部）として新たに県内野鳥リストを作成する

に当たり、私たちの時代に密接なリストにす

るため、『埼玉県動物誌』を記念すべきひとつ

の区切りとして、それ以後に記録された種の

みで、新リストを作ることにしました。 

その後更新する度に新たに記録された種を

加え、『鳥類目録第6版』に基づく 2011年版

まで続き、今回『第7版』が発行されたこと

により、大幅に改訂した訳です。 

コジュケイは第6版でも外来種、シラコバ

トは第7版で関東北部の集団は外来種とされ

ましたが、ともに県内の自然環境に密接に結

びついている大切な種として、県内リストに

は残してあります。「第7版にほぼ準拠」とあ

るのは、そのためです。 

新たに追加されたのは、アラナミキンクロ 

(2013 年3月 25 日本庄市、本誌 2013 年6月

第 350 号）、チフチャフ（2011年 12月 24 日吉

川市、2013 年4月第 348 号）、ホシムクドリ 

(2011年12月 18 日鴻巣市、2012年4月第336 

号）と、ムシクイ科オオムシクイの4種です。 

従来「ジジロジジロ」と鳴くメボソムシク

イは亜種コメボソムシクイとされていました

が、第7版では、DNA配列、音声、外部形

態の研究から、オオムシクイという種である

とされました。県内で亜種コメボソムシクイ

がしばしば観察されているのは周知のことと

言えますので、新リストにはオオムシクイを

加えました。 

2013 年版の新リストは、22 目 68科 329 種

です。 

ご注意】この日の午後から、下記『年末講演

会』が開催されます。講演会にもご参加の

方は電車バスでお越しください。 

年末講演会 

日時】12月 23日（月・祝）午後1時開場

会場】浦和ニにュニティセンタ19階第15集

会室、JR浦和駅東口前PARCOの 9階。 

プログラム】第1部 13: 30-' 14 : 30 会員たち

の『画像で見るこの1年』他。 

第2部 15: 00- 16: 30 講演 榎本友好氏『バ 

ードウォッチングと鳥類標識調査（バンデ

ィング）』。 

第3部 17:1 5- 19:30懇親会（ワシントンkラ'-iiう

参加費】100 円（懇親会は 4, 000 円の予定） 

見どころ＆聞きどころ：今年は、聞いてはい

るがよく知らない、鳥類標識調査（バンデ

ィング）にフォーカスを当ててみました。 

県内でも活動実績の多い山科鳥類研究所

標識調査員・榎本友好氏をお呼びし、バン

ディングの目的、調査の方法や現場の様子

などスライドを見ながらお話していただ

きます。 

第1部の映像・画像を募集中です。あな

たの傑作をビデオ、スライドショーは 3-..-, 

5分程度に編集、スライドは 12 枚程度で

お申込みください。映像・画像、懇親会の

申込みは葉書またはメールで橋口長和、 

まで。 

幸手市・宇和田公園探鳥会 

期日：12月 28 日（土） 

集合：午前9時20 分、宇和田公園駐車場。 

交通：東武伊勢崎線東武動物公園駅東口から 

境車庫行きバス8:50発で「上宇和田」下車。 

北方向に徒歩約 5分。 

担当】中里、植平、佐藤、佐野、竹山、村上

見どころ：公園の中は、木々の梢を冷たいこ

がらしが揺らす音だけが流れていきます。 

足元では落ち葉を踏みしめる音が心地よく

聞こえます。 1年間楽しませてくれた鳥達

に感謝を込めて年の瀬を締めくくります。 

※今月号は、ここ宇和田公園が特集です。 
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4月14日（日） 所沢市 狭山湖 

 

 

参加】23名 天気】日青 

 

 

	ノ 

 

  

カイツブリ カワウ アオサギ カルガモ トビ

サシバ コジュケイ キジバト カワセミ アオ

ゲラ コゲラ ツバメ ハクセキレイ ヒョドリ

モズ ツグミ ウグイス ェナガ ヤマガラ シ

ジュウカラ メジロ ホオジロ アオジ カワラ

ヒワ マヒワ シメ スズメ ムクドリ カケス

ハシボソガラス ハシブトガラス（31種）（番外】 

ガビチョウ、ソウシチョウ、ドバト）狭山湖の北

東に隣接する「トトロの森1号地」等の緑地を中

心に歩いた。好適な探鳥環境だが、この時季は端

境期0 期待と不安半々だったが、アオゲラやマヒ

ワの出現で盛り上がった。鳥合わせのさなか上空

をサシバが飛期、フィナーレを飾ってくれた。 

「春たけて冬の主役の去りし湖（うみ）サシバの 

一羽夏を運べり」 	 （石光 章） 

6月2日（日） 長野県魚沼市 銀山平 

参加】40名 天気】日青 

カワウ オシドリ ハチクマ トビ ノスリ ク

マタカ キジバト ホトトギス アマツバメ ア

カゲラ ツバメ イワツバメ キセキレイ ハク

セキレイ セグロセキレイ ウグイス キビタキ

オオルリ ホオジロ ノジコ カワラヒワ イカ

ル ニュウナイスズメ ムクドリ カケス ハシ

ボソガラス ハシブトガラス（27種）初めての探

鳥地。銀山平船着場では、ハチクマがディスプレ

イーフライトをしている姿を見られた。銀山平森

林公園に入る所で、ヘビを捕まえたノスリが飛ん

できた。昼食後、森林公園内を回る。所々に残雪

があり、この時季に雪の上を歩く事ができた。最

後に、ハチクマが真青な空を飛んでくれた。イヌ 

ワシは、現れてくれなかった。 	（入山 博） 

/7月20日（土） 滑川町 武蔵丘陵森林公園、 

参加】36名 天気：晴 

カイツブリ カワウ ダイサギ オオタカ コジ

ュケイ キジバト カワセミ コゲラ ツバメ 

ハクセキレイ ヒョドリ ウグイス メジロ カ

ワラヒワ スズメ オナガ ハシブトガラス（17 

種）（番外：ガビチョウ）公園内は風があまり通ら

ず、非常に暑い。なるべく日陰になる道を選んで

歩いた。野鳥の声も姿も少なかったが、ガビチョ

ウだけはいつも通り、大きな声を Eげていた。ウ

バユリや、ヤマユリを見ながら運動広場まで歩い

た。蝶も少なかったが、オオムラサキにはなんと 

か出会えた。 	 （中村豊己） 

/7月20日（土） 『しらこばと』袋づめの会、 

ボランテイア】14名 

相原修一、石塚敬二郎、榎本秀和、海老原教子、 

海老原美夫、大坂幸男、小林みどり、佐久間博文、 

柴野耕一郎、志村佐治、藤掛保司、松村禎夫、吉

原早苗、吉原俊雄 

7月21日（日） さいたま市 三室地区 

参加】49名 天気：晴 

アオサギ カルガモ オオタカ キジバト カワ

セミ ヒバリ ツバメ ハクセキレイ セグロセ

キレイ ヒョドリ シジュウカラ メジロ ホオ

ジロ カワラヒワ スズメ コムクドリ ムクド

リ ハシボソガラス ハシブトガラス（19種）（番

外】ドバト）見沼代用水西縁沿いの木陰道を中心

としたコース。三室での7年ぶりのコムクドリ出

現に大盛り上がり。遠くの樹間に休むオオタカを

全員で観察。沿道にホオジロの聴りがあふれる。 

セキレイ、ツバメ、ムクドリなどの幼鳥が目立ち、 

成鳥との姿・行動の違いを観察。 （浅見 徹） 

7月28日（日） 狭山市 入間川 

参加】30名 天気】U青 

カイツブリ カワウ ササゴイ ダイサギ アオ

サギ カルガモ トビ イカルチドリ キジバト

コゲラ ツバメ イワツバメ ハクセキレイ セ

グロセキレイ ヒョドリ シジュウカラ メジロ

ホオジロ カワラヒワ スズメ オナガ ハシボ

ソガラス ハシブトガラス（23種）（番外】ドバ

ト）前日の雨で浅瀬がなくなり、水辺で生活する

鳥たちが見られないのではないかと心配された。 

特にこの存在は大きい。幸い夏の見どころとして

頼りにしているササゴイを近くに見ることができ

たので、それを目当てで参加した人にも喜んでも 

らえた。 	 （長谷部謙ニ） 
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r 連絡帳 

●探鳥会参加者名簿決着 

（公財）日本野鳥の会普及室から 10 月 9 

日付け書面が届き、年齢の記入は必要ない

ことになりました。保険関係の必須条件は

氏名と記載可能な範囲の住所のみですが、 

整理の必要上、会員かどうか、小・中学生

か高校生以上か、また万一何か連絡が必要

な場合に備えて、できれば電話番号もご記

入ください。 

●オリンピックカヌー競技場建設地変更

を求めるネット署名活動 

葛西臨海公園に建設が予定されている

カヌー（スラローム）競技場の建設地変更

を要望する運動を、日本野鳥の会東京が中

心となって進めていることは、すでに本誌

でもお伝えしていますが、この度インター 

ネットによる署名活動が始まりました。 

「葛西臨海公園カヌー」で検索、いく

つかあるサイトの中から「環境保全と両立

するオリンピックの開催のため・・・・」を開

いて、内容をお読みください。ご賛同いた

だける場合は署名の発信をお願いします。 

●野鳥の会東京の取り組み報告会など 

上記カヌー競技場問題については9月 

28 日（土）午後、財団本部会議室で団体署名

を送った各団体に対する報告会が開催さ

れ、当会からは青木正俊幹事が出席しまし

た。 

賛同122団体のうち集まったのは、日本

自然保護協会、ラムサール・ネットワーク、 

日本都市計画家協会、西なぎさ発東京里海

エイド、葛西東渚・鳥類園友の会に、当会  

を含めて計6団体。オリンピック開催決定

前から決定後の様々な話し合い、マスコミ

へのPRなどについて報告されました。 

日本野鳥の会東京の会報『ユリカモメ』 

11月号によれば、翌9月 30 日（月）には招

致委員会と6回目の交渉をして、次は 11 

月を予定しているとのことです。 

会員数は 

11月1日現在 1,846 人。 

活動と予定 

●io月の活動 

10月12日（土） 『しらこばと』10月号校正 

（相原修一、海老原美夫、大坂幸男、小

林みどり、志村佐治、藤掛保司、長嶋宏

之）。 

10月20日（日）役員会（司会：田退八州雄、 

各部の報告・関東ブロック協議会出席

者・1~ 4月行事予定・その他）。 

10月21日（月）「埼玉会報だけの会員」に向

け『しらこばと』11月号を郵便局から発

送（海老原美夫）。 

●12月の予定 

12月 7日（土）編集部・普及部・研究部会。 

12月14日（土） 1月号校正（午後4時から）。 

12月15日（日）役員会（午後 4時から）。 

12月21日（土）袋づめの会（午後3時から）。 

編集後記 

職場の駐車場の1本の常緑樹で10月31日

まではアオマツムシが鳴いていたが、昨日は
声が聞こえなかった。ツヅレサセコオロギの声

も随分弱々しくなった。鳴く虫の季節も終わり
のようだ。今年は、秋の渡りの鳥をほとんど見
ていない。暮れには、憧れだった出水に行く
予定なので、そろそろ野鳥モードに切り替え
ねば。（藤） 
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